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第 2 部となる第 7 章および第 8 章では、佐藤高樹氏と共同で発掘した宮城県旧中田村の郷土教
育実践を詳細に論証している。第 7 章では、中田小学校および青年学校で行われた郷土教育実践
を、第 8 章では、それらの学校をめぐる村内教育体制が構築されていく状況を明らかにした。つ
づく第 9 章と第 10 章では、秋田県旧西目村での村内教育体制の構築を論じた。この西目村は、学
校から実践が拡大していった中田村とは異なり、村長と校長の協力によって、当初から計画的に
学校を含めた村内教育体制が構築されてきた事例である。さらに、第 11 章および第 12 章では、
秋田県全体を事例として、一県まるごとの教育体制の構築過程を明らかにし、そこにおける県学
務課や県教育会の動向、その背後にある文部省や内務省の動きについて明らかにした。最後に、
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第 13 章では、このような村内教育体制が非常時体制へ組み込まれていく過程を論じた。
<論文審査の結果>
論文審査の結果、以下の点が指摘できる。
第一に、本論文は、史料が得やすかった中央での論争から見た立場で、一方的に論じられてき
た全国各地の農村部小学校での郷土教育実践を、独自発掘の史料や現地での取材を重ねて得られ
た見解から見直しを行ない、農村部小学校が独自の意図を持って郷土教育を展開してきたという
知見を加えてきたことは高く評価できる。特に、長らく「文部省系」と「郷土教育連盟系」の二
項対立として論じられていた本領域の研究に対して、別の視点から切り込んだ点は、今後、同分
野での研究に大きな影響を与えるものと思われる。しかしながら、草の根的な郷土教育実践にこ
だわるあまり、各地の小学校が教育政策の大きな流れにどのように取り込まれていたのかは、深
くは言及されていない。その流れの中で、果たして筆者が言うように、各地の郷土教育運動が、
どれほどの独自性を保っていられたのかについては、内務省の教化運動や農林省の経済更正運動
との関連も含めて、今後とも注意深く検討する必要があろう。
第二に、これまで主として小学校内の教育実践やカリキュラム開発として論じられてきた郷土
教育を、実業補習学校や青年訓練所(青年学校)との連続性、さらには村内住民の啓蒙まで広げ
た枠組みで論じた点は評価できる。たしかに、「農村更正」やそのための「人材育成」を念頭に置
けば、小学校で論じられてきた郷土教育の諸論争は、これらの連続性の中で捉えていくという作
業が必要なことであり、今後の研究に新たな方向性を示したと言えよう。しかしながら、それな
らば、明治末期からの地方改良運動や大正期から行われてきた生活改良運動、実業補習学校に導
入されてきた公民科との整合性はどのように考えればよいのか。今後は、郷土教育側からだけで
なく、より詳細にその地方の状況をふまえた上で、公民育成の立場からも双方向に論じなおす必
要も出てこよう。
審査の結果、以上のようないくつかの課題も残されているが、丹念な史料の発掘と分析に基づ
いて地方の郷土教育実践を見直し、同分野の研究に新たな知見を加えたことは高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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